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私
た
ち
は
浜
益
に
あ
る
自
然
や
暮
ら
し
を
活
か
し
た
「
背
伸
び

し
な
い
・
無
理
し
な
い
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
で
人
を
呼
び
込
み
た

い
と
活
動
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
は
ま
ち
協
だ
け
で
成
り
立

つ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
が
あ
っ
て
、
人
が
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
魅
力
あ
る
物
事
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
土
台
が
あ
っ
て
こ
そ
の
活
動
で
す
。
浜

益
は
何
も
無
い
よ
う
に
見
え
て
、
意
外
と
話
題
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
を
地
域
の
人
が
知
ら
な
い
の
は
、
も
っ
た
い
な
い
。
そ
の
思
い

で
こ
の
情
報
紙
「
い
ま
・
は
ま
」
を
発
行
し
、
私
た
ち
の
活
動
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
動
き
や
話
題
も
載
せ
て
い
ま
す
。

今
後
は
世
の
中
の
動
向
を
見
な
が
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
、
止

ま
っ
て
い
た
体
験
観
光
の
プ
ラ
ン
を
少
し
ず
つ
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
プ
ラ
ン
を
通
じ
て
老
若
男
女
問
わ
ず
、
浜
益
に
関

係
す
る
人
口
を
増
や
し
た
い
想
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

た
だ
人
が
来
る
の
を
待
つ
の
で
は
な
く
「
積
極
的
な
つ
な
が
り
づ

く
り
」
も
必
要
と
考
え
ま
す
。

そ
ん
な
想
い
を
胸
に
、
新
た
な
１
年
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。
今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

令
和
３
年
、
相
変
わ
ら
ず
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
思
う
よ
う
に

活
動
で
き
な
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
ま
ち
協
で
は
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
の
開
発
や
秋
の
バ
ス

ツ
ア
ー
な
ど
、
そ
の
時
で
き
る
こ
と
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年

の
事
業
を
さ
ら
に
磨
き
な
お
し
、
新
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
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モニタープログラム
雪板ペイント＆試乗体験

「冬も楽しめる浜益」を目指して、昨年から取り組んでい
る雪板作りや雪板遊びの幅を広げていきます。
今回はお試し価格でペイント＆試乗体験を行います。

雪板とは
ベニヤ板を重ね合わ
せて作る、足を固定
しないボード。雪上
でサーフィンをする
イメージです。専用
ブーツや固定具が不
要で、気軽に挑戦で
きるのが魅力のアク
ティビティ。

と き ２月13日(日)10：00～

※悪天候の場合19日(土)に変更

ところ 浜益コミセン

定 員 ５名（先着順）

参加費 7,000円（材料費・加工費・保険料含む）

問合せ まち協事務局 79-2029

はまます いっぺかだれやフットパス
＜冬の巻＞

フットパス＝歩くための小道のこと
景色を楽しみながら歩きましょう！

と き 1月22日(土)11:00温泉集合
ルート 川下実田線（農道）

荘内藩陣屋跡からスタートし
浜益温泉を目指して歩きます

参加費 1,000円(保険料・温泉券含む)



地域の宝を知ろう
第２回 荘内藩ハママシケ陣屋跡

川下・八幡神社の奥にある「荘内藩ハママシケ陣屋跡」は、歴史的な遺構を留めているとし
て昭和６３年に国の指定史跡となりました。
しかし、地元の私たちは、この陣屋跡についてどれだけ知っているでしょうか？
どのような歴史があるのかを知ってもらえるよう、数回に分けて紹介していきます。

＜荘内藩ハママシケ陣屋跡は ここがすごい＞

詳しい人が見ると、土塁や堀など陣屋がつくられた痕
跡が今でも明瞭に残っているそうです。
そのため、見学に来た人は「これはすごい！」と感激

するのです。興味がある人にはお宝みたいな場所なんで
すね。

＜荘内藩からたくさんの人が移住してきた＞

荘内藩がハママシケ（浜益）にやってきたのは、ロシアの侵略から北海道を守るためでしたが、
ただ警備だけをしていたわけではありません。人を連れてきて田んぼや畑を作り、ここでずっと暮
らす人が増えれば、その人たちに警備を任せることができる、そう考えたのです。荘内藩はハママ
シケに引っ越したい人を大募集しました。
その頃の浜益に、人がまったくいなかったわけではありません。アイヌの人もいれば、漁師もい

ましたし、商売人もいたのです。ハママシケは魚がたくさんとれる場所だったので、漁業が盛んで
したが、農業はまだまだでした。ですから、草木が生えた荒れ地を畑にする作業や、作物作りに慣
れている人を連れてこなければならなかったのです。
そうは言っても、北海道は寒い土地です。引っ越したいと言った人はどれだけいたことでしょう。

「寒さで死んでしまった人もいる」という噂も流れていたそうです。
荘内藩は、引っ越してくれるなら食べ物をあげるし旅費も出します、お金もあげますと大サービ

スをして人を集めました。それでも集まらないときは、大工の○○さん、鍛冶屋の○○さん、と指
名をして強制的に引っ越しさせたこともあるようです。
こうしてハママシケには少しずつ村（今でいう地区）が作られていきました。

～次回につづく～

＜船から荷物を運ぶために作られた千両堀＞

その昔、浜益への荷物は船で運ばれていました。もちろん、
荘内藩からの荷物も同じです。しかし、陣屋の場所は海から
も川からも離れていますよね。これでは荷物はもちろんのこ
と、家を建てる材料を運ぶのがとても大変です。
そこで、浜益川から陣屋まで荷物を運びやすくするために、

堀（運河）を作りました。陣屋跡から下ったところに今でも
跡が残っています。
この堀を作るため、かかったお金は当時で千両という金額

でした。お金の価値は時代によって変わりますが、現代で言
うと5千万円から1億円くらいです。ものすごいお金をかけ
て作られたことが分かりますね。このことから、人々は千両
堀と呼び、今でも看板が立てられています。

どるい


